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▼
桜
の
開
花
宣
言
が
聞

こ
え
て
き
た
４
月
、
十

勝
勤
医
協
で
は
看
護
職
・

介
護
福
祉
士
７
人
の
新

入
職
員
を
迎
え
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、

仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
変
化
、
リ

モ
ー
ト
授
業
、
実
習
期

間
の
短
縮
や
校
内
実
習

へ
の
置
き
換
わ
り
な
ど
、
不
安
を

感
じ
た
こ
と
と
思
う
。
民
医
連
の

新
人
教
育
は
、「
育
ち
あ
う
」「
学
び

合
う
」を
モ
ッ
ト
ー
に
人
を
大
切

に
す
る
▼
私
も
38
年
間
、
民
医
連

で
働
き
、
今
は
共
に
歩
む
パ
ー
ト

ナ
ー
の
友
の
会
に
関
わ
っ
て
い
る
。

学
生
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
傷

つ
い
た
兵
士
を
看
る
よ
り
も
平
和

な
日
本
を
」胸
に
刻
ん
だ
こ
と
。

「
患
者
の
立
場
に
立
つ
看
護
」と
い

う
民
医
連
の
看
護
理
念
に
共
感
し

て
迷
わ
ず
入
職
し
た
▼
患
者
の
立

場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
患
者

は
人
権
の
主
体
者
で
、
一
人
ひ
と

り
違
っ
た
存
在
で
あ
り
、
生
活
し

労
働
す
る
社
会
的
存
在
と
捉
え
る

こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
憲
法

25
条
の
生
存
権
を
日
常
生
活
に
生

か
し
、
患
者
さ
ん
の
生
き
て
き
た

歴
史
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
。

仲
間
と
共
に「
な
ぜ
？
」を
繰
り
返

し
、「
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
で
、

何
が
で
き
た
か
」「
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
何
が
変
わ
っ
た
か
」そ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
一
人
で
悩

ま
ず
仲
間
と
共
に
成
長
す
る
▼
今

年
６
月
、
民
医
連
は
結
成
70
年
を

迎
え
る
。
民
医
連
は
一
貫
し
て
平

和
憲
法
を
守
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

人
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
に
光
を
あ

て
、
無
差
別
・
平
等
の
医
療
と
福

祉
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
▼
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か

ら
１
年
。
軍
事
的
対
応
で
は
平
和

は
守
ら
れ
な
い
。
日
本
を
戦
争
す

る
国
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
新
し

い
仲
間
と
友
の
会
と
共
に
、
平
和

と
人
権
を
高
く
掲
げ
、
人
を
大
切

に
す
る
社
会
を
目
指
そ
う
� （
若
）

生活支援・社会保障拡充を生活支援・社会保障拡充を！！
の声を上げようの声を上げよう大軍拡大軍拡

NO!NO!
　

大
軍
拡
に
抗
す
る
「
た
た
か
い
」
が

急
を
要
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
口
実
に
軍
事
費
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
の
増
額
、
防
衛
力
強

化
に
向
け
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

な
ど
安
保
３
文
書
の
政
府
方
針
決
定
が

な
さ
れ
、「
専
守
防
衛
」
を
逸
脱
し
た

戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

す
で
に
２
０
１
４
年
７
月
に
「
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
容
認
」
し
た
閣
議
決

定
が
な
さ
れ
、
日
本
が
武
力
攻
撃
を
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
日
本
と
密
接
の
関

係
に
あ
る
他
国
・
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ

が
ど
こ
か
で
攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ

を
日
本
の
存
立
を
脅
か
す
事
態
と
見
な

せ
ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
支
援
の
た
め
に

自
衛
隊
を
派
兵
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
２
０
２

２
年
度
に
は
、
最
近
の
近
隣
諸
国
の
動

き
が
頻
繁
に
起
こ
る
中
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」（
政
府
に
「
反
撃
能
力
」
と
言

い
換
え
ら
れ
た
）
を
持
つ
こ
と
が
正
当

化
さ
れ
、「
相
手
の
領
域
に
お
い
て
、
先

制
的
に
日
本
が
有
効
な
反
撃
を
加
え
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
」
と
方
針
が
取
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
度

政
府
予
算
案
で
は
、
国
の
一
般
会
計
の

規
模
が
初
め
て
１
１
０
兆
円
台
に
乗
り
、

前
年
度
当
初
比
６
兆
７
８
４
８
億
円
の

増
加
の
う
ち
７
割
以
上
が
防
衛
費
関
係

費
の
増
加
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
（「
乳
幼
児
等
医
療
費
」

か
ら
名
称
変
更
）
助
成
制
度
の
対
象
拡

大
予
算
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
２
０
２
４

年
度
か
ら
所
得
制
限
撤
廃
と
、
中
学
生

ま
で
入
院
・
通
院
と
も
1
割
負
担
に
す

る
と
帯
広
市
議
会
で
提
案
・
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
12
年
ぶ
り
の
改
定
と

な
り
ま
す
。

　

十
勝
勤
医
協
の
理
事
で
、
帯
広
市

市
議
会
議
員
の
杉
野
智
美
氏
は
、「
対

象
拡
大
は
何
よ
り
市
民
の
大
き
な
願
い
」

と
市
の
決
断
を
評
価
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
子
ど
も
は
就
学
前
の
所
得
制

限
撤
廃
に
よ
る
無
償
化
で
７
４
７
人
、

３
割
負
担
が
１
割
負
担
に
な
る
小
学

生
の
通
院
や
、
中
学
生
の
入
院
と
通

院
で
９
，
６
４
９
人
と
な
り
、
あ
わ

せ
て
１
万
人
以
上
の
子
ど
も
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
予
算
で
は
約
２
億
６

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
帯
広
市
は
「
12
年
ぶ

り
の
拡
大
を
動
か
し
た
の
は
市
民
み

ん
な
の
声
。
子
育
て
支
援
と
し
て
重

要
と
考
え
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

杉
野
氏
は
「
来
年
度
か
ら
と
言
わ
ず
、

準
備
が
整
い
次
第
実
施
を
す
べ
き
。
本

来
は
国
が
行
う
べ
き
だ
が
、
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
仕
事
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

18
歳
ま
で
の
対
象
拡
大
、
完
全
無
料
化

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
引
き
続
き
国
に

も
対
象
を
拡
大
す
る
よ
う
に
声
を
上
げ

て
い
く
よ
う
に
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

反
し
て
、
中
小
企
業
対
策
費
や
食
料

関
連
な
ど
の
予
算
は
削
減
さ
れ
、
社
会

保
障
関
係
費
は
額
面
で
は
上
が
っ
た
も

の
の
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
う
年
金
、

医
療
、
介
護
の
国
家
負
担
増
は
押
さ
え

ら
れ
、
実
質
的
に
削
減
さ
れ
た
内
容
で
す
。

ま
さ
に
、「
軍
拡
優
先
、
国
民
生
活
犠
牲
」

の
国
家
予
算
と
な
り
、
さ
な
が
ら
「
戦
前
」

の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。「
新

し
い
戦
前
」
に
し
な
い
た
め
に
、
で
き

る
こ
と
を
最
大
限
行
い
、
だ
め
な
も
の

は
だ
め
と
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

「
新
し
い
戦
前
」
に
し
な
い
た
め
に
、

�

声
を
上
げ
よ
う

子
ど
も
の
医
療
費
、

�

助
成
制
度
の
拡
大
が
決
定　
　

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

帯広市の子どもの医療費 2024から

（帯広市資料をもとに市議団作成）

就学前 小学生 中学生

親の所得 入院 通院 入院 通院 入院 通院

所得制限

課 税

非 課 税

２割負担⇒無償
対象者：747人

助成額：32,338千円 ３割⇒１割負担
対象者：9,649人

助成額：226,060千円１割

無償
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植
うえ

原
はら

　麻
あさ

美
み

 看護師

（帯広病院）

　明るく元気をモットーに頑張ります。患者さんがい

つでも笑顔で過ごせるように精一杯支えていきます。

中
なか

村
むら

 真
ま

由
ゆ

美
み

 介護福祉士

（ケアセンター白樺）

　４月から新しい環境での勤務となり、不安はあり

ますが、笑顔を忘れず、利用者様も笑顔になれるよ

う、努めていきます。

小
こ

林
ばやし

　珠
たま

実
み

 准看護師

（ケアセンター白樺）

　今までは医療現場で働いてきました。これからは

介護現場で、利用者様に寄り添えるゆとりのある仕

事をしたいと思います。

伊
い

沢
ざわ

　　城
じょう

 介護福祉士

（ケアセンター白樺）

　専門学校で身につけた知識と明るい性格で利用者

様をサポートし、民医連の一員として責任ある行動

をします。

蛯
えび

名
な

　藍
あい

香
か

 介護福祉士

（ケアセンター白樺）

　４月より入職した蛯名藍香です。不安はあります

が、専門職として成長していけるよう尽力していき

たいです。

古
こ

賀
が

 留
る

美
み

子
こ

 介護福祉士

（ケアセンター白樺）

　新入職員としてはかなり年齢を重ねてきましたが、

笑顔を忘れずに頑張ります。どうぞよろしくお願い

します。

新
あら

屋
や

敷
しき

　天
あま

音
ね

 看護師

（帯広病院）

　不安なことも多いですが、今は看護師として働け

ることがとても楽しみです。患者さんの想いに寄り

添いながら、看護をしていきたいです。よろしくお

願いします。新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

（　

）
内
は
初
年
度
の
配
属
先

（　

）
内
は
初
年
度
の
配
属
先

今
年
度
も

今
年
度
も

　
　

新
し
い
職
員
を
迎
え
ま
し
た

　
　

新
し
い
職
員
を
迎
え
ま
し
た

医療法人 十勝勤労者医療協会
第45回通常社員総会のお知らせ

と　き：５月20日㈯ 13時30分～
（受付は13時～）

ところ：ホテル日航ノースランド
（帯広市西２条南13丁目１番地）

※�詳細については、追って招請状にてお知らせいた

します。
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活き活き介護活動と介護の魅力発信活き活き介護活動と介護の魅力発信
デイサービス（通所介護）は、どんな所だろう？

　デイサービスには、リハビリの専門職はいません。で

すが、入浴・食事・送迎などの日常生活を中心にご本人

やご家族と一緒に、関わりを持つすべての専門職が一緒

になり「どのように生活機能を維持できるか�」生活動作

をトータル的に支える支援を実施しています。その中でも、

高齢者の記憶力改善に効果的と言われる「運動＋頭を使う」

といった複数の動作を取り入れた動きをレクリエーショ

ンで行い「できなくてもあたりまえ�考えてチャレンジ

することが脳に良い刺激となります」一人一人に声を掛け、

楽しみながら体を動かし運動するプログラムを提供して

います。

デイサービスほのかへ行って入浴動作を改善�
～自分で出来るって楽しい～

　入浴は、清潔保持と心身のリラックスといった効

果をもち、楽しみの一つですが、自宅で入浴するこ

とに不安を抱える方は多くいらっしゃいます。手指

の痺れがあるＢさんは、デイでは職員が背中の洗身、

洗髪介助をしていました。Ｂさんのできる動作や日

常でしている動作を確認し、本人が洗髪を行い、最

後に職員でしっかり洗ってあげることで、きれいに

洗えるだけではなく、自分で出来るようにアプロー

チをするなかで「前はやってもらっていたけど、で

きると思う」と、今では手の届きにくい背中の洗身

や洗髪、ドライヤーがけを自分で行えるようになり

ました。体調がすぐれない日や、手指の痺れが強い

時には介助をすることもあります。高齢になると難しく

なる様々な入浴動作に対し、「小さなできた」を積み重ね

る事、出来たことを伝える事で利用者さんの自信につな

がるケアを大切にしています。「自分でやってみようかな」

と言ってくださること、出来ないことが出来るようになっ

た時は介護職も一緒に喜びます。利用者さん・ご家族と

相談をしながら利用者さんが意欲を持ち、自らの意思で

決定できるような関わりを今後も大切に支援していきます。

【デイサービスほのか所長　小川美香介護主任】

〜シリーズ②〜〜シリーズ②〜

＜入浴後の一場面＞

運動を頑張ってきたから

腕が上がるようになったね�

感動�

2023年度
十勝健康まつりの中止について

十勝勤医協友の会
第32回連絡会総会のお知らせ

と　き：５月27日㈯ 13時30分～
ところ：とかちプラザ視聴覚室

（帯広市西４条南13丁目１）

　毎年６月に開催しておりました十勝健康まつ

りについて、今年度も開催を見送ることといた

します。開催を楽しみにしてくださっている皆

さまには残念なご案内となりますが、ご理解い

ただけますようお願い申し上げます。

※各友の会事務局に代議員数を連絡いたします。

※�新型コロナウイルス感染症拡大状況により中止と

なる場合がございます。
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頭
の
体
操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
○
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ノ
リ
リ
ン
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】　
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
責
任
、
公
平
性

【
賞　
　
品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

５
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
７
０
号

（
７
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
６
６
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
平
和
外
交
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
129
通
、
正
解
者

126
通
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

次
の
10
人
の
方
が
当
選
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

紺
野　
　

勝　

染
川　

貞
介

米
長
ち
ひ
ろ　

鈴
木　

弥
生

髙
橋　

宗
久

 

（
以
上　

帯
広
市
）

古
田
中
ひ
ろ
（
音

更

町
）

羽
賀　

久
子
（
清

水

町
）

佐
藤　

一
郎
（
士

幌

町
）

野
中　

栄
忠
（
池

田

町
）

馬
場　

美
子
（
上
士
幌
町
）

【
答　
　
え
】
○
○
○
○

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
へ

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を

添
え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可

能
な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）
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読
者
の
声

　

私
は
知
人
に
、
冗
談
半
分

に
「
自
分
は
ガ
ン
フ
ァ
イ
タ

ー
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
大
腸
、
前
立
腺
、

肝
臓
の
三
つ
の
臓
器
の
ガ
ン

を
克
服
し
、
81
歳
の
今
、
元

気
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

�

紺
野
　
　
勝

　

定
期
に
届
く
「
友
の
会
ニ

ュ
ー
ス
」。
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

「
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済

制
度
」
の
こ
と
を
初
め
て
知

り
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

毎
回
、
多
方
面
に
渡
る
記
事

を
通
し
て
知
識
を
得
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
近
に

役
立
つ
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。帯

広
市
　
長
谷
川
八
重

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
に
よ
り
何
の
罪
も
な

い
人
が
亡
く
な
り
、
今
ま
で

作
り
上
げ
て
き
た
建
物
や
街

が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
を
見

る
に
つ
け
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
。
一
日
で
も

早
く
戦
争
が
終
わ
り
ま
す
よ

う
に
…
。

帯
広
市
　
加
藤
　
昌
江

　

「
憲
法
が
あ
ぶ
な
い
」
の

座
談
会
記
事
を
読
ん
で
岸
田

政
権
の
軍
拡
重
視
、
福
祉
軽

視
の
政
策
に
ま
す
ま
す
怒
り

を
感
じ
ま
し
た
。
私
に
で
き

る
こ
と
は
、「
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
」
署
名
活
動
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
訴
え
る

行
動
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

釧
路
市
　
荒
木
千
枝
子

　

い
つ
も
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

を
届
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
毎
回

自
分
に
あ
て
は
ま
る
内
容
に

す
べ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
薬
関
係
に
つ
い
て
は
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
の

で
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

匿
名
希
望

　

暖
か
い
気
温
が
は
や
ば
や

と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
世
界

の
戦
争
も
早
々
に
終
わ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
念
願
を
誰
し

も
思
う
こ
の
頃
で
す
。

帯
広
市
　
平
井
　
宏
子

　

新
制
度
等
の
解
説
記
事
と

は
じ
め
そ
の
他
、
高
齢
者
に

や
さ
し
い
紙
面
づ
く
り
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
配
慮
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

帯
広
市
　
篠
田
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時
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直
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不 人

理

怒
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お知らせください
　お引越しなどで住所が変わられた場合は、お
手数ですが地域役員さん（四面下部参照）もし
くは連絡会事務局（☎21-4144）までご連絡く
ださい。

「友の会ニュース」配布にご協力ください
　毎月「友の会ニュース」をお読みいただきありが
とうございます。この機関誌は十勝管内の約15,000
人の友の会員の皆さんに、主に手配りで配布されて
います。しかしながら会員さんの減少や世話人さん
の高齢化等により配布が困難となっている地域が多
くあります。
　お住まいの地域の周りで、月に１回、配布にご協
力いただける方を募っています。各地の友の会役員
（四面下部参照）または、連絡会事務局（☎21-
4144）までお問い合わせください。ご協力をお願い
いたします。


